シロシロの碁

　　　　　　　　　　　近藤勝洋

中国も唐の時代、玄宗皇帝と　楊貴妃とのロマンスのころのお話。

　皇帝直属の棋待詔制度がつくられました。それは琴棋書画などの技芸に優れたものを皇帝に召しだされることでした。（音楽や絵画の優れた人を召し抱えること、また徳川時代に碁打ちを優遇したと同じ様なこと）

　その中に王積薪という人がいました。彼は貧しい農家に生まれ、早くから両親を亡くしたので山の中のお寺で育てられました。小さいときから山に入って芝刈りをしていましたので、積薪と呼ばれるようになりました。幼い頃、僧侶達から見よう見まねで碁を覚え、やがて修行の上棋待詔になりました。

　西暦七七五年安禄山の反乱の際、積薪も玄宗皇帝と共に四川に逃れました。その逃避行のあるときある農家に宿を借りた時ことです。

　その夜、隣の部屋から姑と娘の会話が聞こえました。

姑「では打ちます、東五南十一」、娘「東四南九」、姑「東六南八」、

何と闇の中で碁盤なしの対局をしているのでした。（当時は石の打つ場所を東西南北で表わしたようです）

碁は三十六手で終わり、姑は言いました「碁は私の九目勝ちです、もう寝ましょう」。

積薪はびっくり、翌日、嫁から碁の攻守、殺奪、救急、防拒の手法を教えてもらったとのことです。

　王積薪はこの後も研鑽をつみ『棋訣』『囲碁十訣』『金谷九局図』等の有名な囲碁に関する本を残しています。

ちなみに囲碁十訣は、碁だけではなく他のことにも通ずることですので、ここに書き加えておきます。

1、 むさぼり勝とうとしてはいけない。

2、 敵の境界に入るには、穏やかであれ。

3、 敵を攻めるには見方をかえりみよ。

4、 石を棄て先手を争え。

5、 小を捨てて大に就け。

6、 危険ならば捨てることが大事。

7、 足早であり過ぎないよう慎め。

8、 敵が動けば対応しなければならない。

9、 敵が強ければ味方を保て。

10、 勢力が孤立しているときは、和をとれ。

次も中国の昔のお話、ある碁打ちが（現代のプロみたいな人）が全国に修行に出かけました。ある時とても深い山奥に通りかかったところ、道に迷い帰れなくなりました。やがて日は落ちて暗くなり掛けたところ森の中に一軒家を見つけました。

一夜の宿を頼んだ所、快く引き受けてくれました。さて、夕食をすむと寝所に案内され、一人で静かにに眠りに就きました。

　真夜中になって夢の中にその宿の主人が現れ、貴殿は碁打ちとのこと一番お手合わせをしようと言いました。

その主人の言うことには貴殿はかなりの打ち手であるからには、お互い白石を持って勝負をしようと言いました。当の碁打ちはかなりの自信があったので両方とも白石で碁を打つのも良いだろうと考えました。

最初の数十手はよく考えられていたので、相手より有利だと思っていました。段々と終局に近づくにつれかなりの打ち手であるその碁打ちもシロばかりの局面では苦心を強いられていました。

「馬鹿者！」突然宿の主人が怒鳴りました。そして碁盤をひっくり返してしまいました。

当の碁打ちはハットして夢から覚めました。すると泊まった一軒宿は跡形もなく、野原になっていました。驚いた碁打ちは夕べの戦いを再現してみると、自分の石全てが死んでいるのが解りました。

　その後この碁打ちは修行を積み大変強い棋士になったと言うことです。

完

